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【方法】加齢により DNA のメチル化などの epigenetic change が引き起こされる
ことが知られている。そこで、蛍光タンパク質を発現するトランスジェニック
マウス（Eisuke マウス、PKAchu マウス、Green マウス）を使用して、加齢によ
り蛍光タンパク質の発現量に変化が見られるかどうか、二光子顕微鏡を用いて
検討した。また、上記トランスジェニックマウスを、家族性大腸腺腫症(Familial 




















































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年１１月４日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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